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序　　文序　　文序　　文序　　文序　　文

　国際協力事業団は、タイ王国政府の要請を受け、平成９年９月東北タイ牧草種子生産開発計画

に関する事前調査を実施し、その調査報告を踏まえて、平成11年３月21日から３月31日まで、農

林水産省東海農政局生産流通部次長 木村和生氏を団長とする実施協議調査団を現地に派遣しまし

た。

　同調査団は、タイ王国政府関係者と実施のための協議を行い、討議議事録（R/D）及び暫定実施

計画（TSI）の署名・交換を行いました。その結果、本プロジェクトを平成11年８月14日から５か

年間の計画で実施することとなりました。

　本報告書は、同調査団による協議結果を取りまとめたものであり、今後、本プロジェクトの実

施にあたり、広く活用されることを願うものです。

　終わりに、この調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心より感謝の意を表し

ます。

　平成11年４月

国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団
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１．実施協議調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

　タイ王国では、主要農産物（米、キャッサバ）の国際価格低迷に伴い、牛乳、乳製品、牛肉な

ど、国内消費の伸びの著しい畜産物の生産拡大と、生産コスト引き下げを図っており、その姿勢

は第８次国家社会経済開発計画（1997年～2001年）においても、畜産振興計画として明確にされ

ている。

　畜産振興計画において、タイ国政府は家畜の飼育頭数増加に見合った飼料生産の増強及び畜産

物生産にかかるコスト低減の重要性を認識しており、その観点から、牧草種子生産に係るプロジェ

クト方式技術協力を我が国に要請してきた。

　タイ国の牧草種子は、97％が東北部コンケン地域で生産されており、同地域では、1975年から

農業・協同組合省畜産振興局による農家の牧草種子生産も実施されている。

　しかしながら、現在の牧草種子生産は、①栽培されている牧草の種類・品種が限られている、

②牧草の栽培・管理及び種子の収穫・調整技術の水準が低い、③牧草種子の品質保証制度がなく、

品質の改善が遅れている、④牧草種子のマーケットが限定されている－などの問題を抱えている。

このため技術協力要請では、牧草種子生産の改善により、これらの諸問題をクリアし、ひいては

東北タイ農民の所得向上と雇用機会の拡大につながることが期待されている。

　こうした事情を踏まえて国際協力事業団は、1997年８月に事前調査団を派遣して当該計画の妥

当性を確認し、続いて1998年６月に短期調査員により、協力計画の枠組みを検討した。なお、短

期調査においては、昨今の経済危機にもかかわらず、畜産振興計画が事前調査時と変わらぬ規模

で実施、運営されていることが確認された。

　今回の実施協議調査団は、事前、短期両調査結果を踏まえて「東北タイ牧草種子生産開発計画」

を実施するための協力基本計画及び暫定実施計画（Tentative Schedule of Implementation: TSI）

をタイ側と協議のうえ策定し、討議議事録（Record of Discussions: R/D）、TSI、案件の実施準

備に関するミニッツの、署名・交換を行うことを目的とする。

１－２　調査団の構成

担　当　分　野 氏　　名 所　　　　　属

総括／飼料生産利用 木村　和生 農林水産省東海農政局生産流通部次長

牧草品種評価・選抜 松浦　正宏 農林水産省九州農業試験場草地部上席研究官

種子生産調整・品質管理 島森　　剛 農林水産省家畜改良センター技術部飼料種苗課長

協力計画 武市　二郎 国際協力事業団農業開発協力部畜産園芸課職員
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１－３　調査日程

　調査期間：平成11年（1999）３月21日～３月31日（11日間）

日順 月日(曜) 移　動　及　び　業　務 宿　泊

１ ３／21(日) 移動（成田 11:00 JL717 15:55 バンコク） バンコク

２ 22(月) JICA 事務所打合せ

総理府技術経済協力局（DTEC）表敬、

農業・協同組合省次官補表敬

農業・協同組合省畜産振興局家畜栄養部等との協議

バンコク

３ 23(火) 家畜栄養部等との協議 バンコク

４ 24(水) 畜産振興局（DLD）、日本大使館表敬

家畜栄養部等との協議

ミニッツ作成

バンコク

５ 25(木) 家畜栄養部等との協議

ミニッツ作成

バンコク

６ 26(金) 最終協議 バンコク

７ 27(土) 移動（飛行機：バンコク 06:55 TG040 07:50 コンケン）

プロジェクトサイト及び関連サイト視察

移動（車両：コンケン→パクチョン）

パクチョン

８ 28(日) 関連サイト視察

移動（車両：パクチョン→バンコク）

バンコク

９ 29(月) R/D、TSI 及びミニッツ署名・交換

DLD との補足協議

バンコク

10 30(火) JICA 事務所報告

移動（バンコク22:50 JL718→）

機中泊

11 31(水) 移動（→JL718 06:15 成田）

１－４　主要面談者

(1) 総理府技術経済協力局（DTEC）

Bunchong Amornchewin 日本担当課課長

Anuman Leelasorn 日本担当課

Vitida Sivakua 日本担当課

(2) 農業・協同組合省

Rungroeng Isarangkul Na Ayudhaya 次官補

Amphon Kittiampon 次官補補佐

Wimolporn Thitisak 海外農業協力課長

川崎陽一郎 JICA個別専門家
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(3) 農業・協同組合省畜産振興局

Suwithaya Pollarp 局長

Chirawat Khemsawat 家畜栄養部部長

Chaisang Phaikaew 家畜栄養部粗飼料研究課長

Thumrongsakd Phonbumrung 家畜栄養部移転技術係長

Krisana Srisunpakit 家畜栄養部海外協力調整官

Weerasak Jinosang 家畜栄養部技官（飼料増殖）

Tharntip Kaewmahit 企画部国際係長

Panpilai Ayawan 企画部職員

西村　　博 JICA個別専門家

(4) コンケン家畜栄養研究センター

Supachai Udchachon 所長

Pimpaporn Pholsen 研究員（品質管理）

(5) 農業開発研修センター（ITCAD）

松本　成夫 JIRCAS専門家（土壌学）

(6) パクチョン家畜栄養研究センター

Somchit Intaramanee 所長

Saranya Witayanupapyunyong 研究員

Ganda Nakamanee 研究員

(7) 在タイ日本国大使館

岩濱　洋海 一等書記官

(8) JICA事務所

岩口　健二 所長

梅崎　　裕 次長

長谷川敏久 担当所員
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２．要　約２．要　約２．要　約２．要　約２．要　約

　本調査団は、1999年３月21日から同31日までの日程でタイ王国を訪問し、「東北タイ牧草種子

生産開発計画」に係る実施協議調査を行った。本調査団はタイ側関係各機関との協議並びにプロ

ジェクトサイトの調査等を行ったうえで、プロジェクトの開始に必要な討議議事録（R/D）、暫定

実施計画（TSI）及びミニッツ（付属資料１．～３．）に合意し、それぞれ署名を取り交わした。

この結果本プロジェクトは1999年８月14日から５年間にわたって実施されることになった。

　本実施協議調査で合意したプロジェクトの概要は以下のとおりである。

(1) 相手国実施機関とプロジェクトサイト

　農業・協同組合省畜産振興局（DLD）が実施機関となり、メインサイトをコンケン家畜栄

養研究センター、関連サイトをパクチョン家畜栄養研究センター、牧草採取農家、モデル酪農

家として、技術協力活動を行う。

(2) 目標

　プロジェクト目標を、タイ東北部の小規模種子生産農家及び酪農家が利用可能な牧草種子及

び適切な飼料の生産、調整、利用技術を開発することとし、上位目標として、タイ国の畜産振

興に必要な飼料の確保をめざす。

(3) 協力活動内容

　以下の項目について技術開発及び訓練を実施する

１）優良牧草品種の選抜・評価技術

２）牧草種子の生産・収穫調整技術

３）牧草種子の品質管理技術

４）良質粗飼料の生産利用技術

(4) 日本側の対応

１）長期専門家としてチーフアドバイザー、業務調整、下記分野の専門家（牧草品質評価・選

抜、種子生産調整・品質管理、飼料生産利用）を派遣するほか、必要に応じて短期専門家を

派遣する。チーフアドバイザーは上記分野のいずれかを兼任できる。

２）カウンターパート日本研修：年間２～３名

３）機材供与：技術指導用機材、車両等
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(5) プロジェクト実施体制

　畜産振興局長がプロジェクトダイレクター、畜産振興局家畜栄養部長がプロジェクトコー

ディネーター、コンケンセンター所長がプロジェクトマネージャーとなって、プロジェクトの

運営にあたる。

(6) プロジェクトの円滑な運営のため、畜産振興局長を議長とする合同調整委員会を構成して、

少なくとも年１回、または必要に応じて開催し、プロジェクト年次活動の策定、プロジェクト

進捗状況のレビューなどを行う。
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３．討議議事録の交渉経緯３．討議議事録の交渉経緯３．討議議事録の交渉経緯３．討議議事録の交渉経緯３．討議議事録の交渉経緯

３－１　交渉経緯

(1) 本調査団は、調査期間中に、タイ国農業・協同組合省畜産振興局家畜栄養部等の関係者と

協議を行うとともに、コンケン、パクチョンセンター並びに両センター周囲の種子農家と酪農

家を訪問し、現状を調査した。その結果、プロジェクト方式技術協力の内容、期間、専門家の

派遣、カウンターパートの配置計画等の詳細について合意に達し、討議議事録（R/D）、暫定

実施計画（TSI）及び協議ミニッツに署名するとともに、合意内容についてJICAタイ事務所

に報告した。

(2) 本調査団は、現在までに派遣された事前調査団、短期調査員の調査結果を踏まえ、以下の

各点の協議及び確認を行った。

１）プロジェクトマスタープランの内容

２）R/D及びTSI（年間活動計画、専門家派遣・研修員受入れ・機材供与に関する技術協力計

画）

３）タイ側のプロジェクト予算措置（ローカルコスト）

４）カウンターパート・管理職員の配置

５）プロジェクト管理運営上の留意点（施設設備、車両など）

６）プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）案の提示

７）供与機材の内容・数量

(3) 日本側からは、現在までの調査に基づいて作成された討議議事録（案）を説明するととも

に、新たに暫定実施計画（案）を提示し、協議を進めた。その結果、以下の点の追加変更及び

確認について合意に達し、これらの協議内容をミニッツで確認した。

１）プロジェクトダイレクターとプロジェクトマネージャーの間にプロジェクトコーディネー

ターを置く。

２）合同委員会のタイ側メンバーに、第Ⅲ、第Ⅳ畜産地域事務所長を加える。

３）プロジェクトサイトの取り扱い。

３－２　プロジェクト協力の基本計画

　「東北タイ牧草種子生産開発計画」のプロジェクトサイト、基本計画、実施体制、合同調整委

員会等の概要は、以下のとおりである。詳細は討議議事録（R/D）、暫定実施計画（TSI）、ミ

ニッツ（付属資料１．～３．）を参照されたい。
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(1) プロジェクトサイト

１）メインサイト：コンケンセンター

２）関連サイト：①パクチョンセンター、②畜産第Ⅳ地域の牧草種子生産農家、③コンケンセ

ンター周辺のモデル酪農家

(2) プロジェクトの基本計画

１）上位目標

　タイ国の畜産振興に必要な良質粗飼料が確保される。

２）プロジェクトの目標

　タイ東北部の小規模畜産農家及び種子生産農家が利用可能な牧草種子及び適切な飼料の生

産・利用・調整技術が開発される。

３）プロジェクトの成果

①　優良牧草品種の評価選抜技術が開発される。

②　登録・保証牧草種子の生産・収穫調整技術が開発される。

③　牧草種子の検査及び品質管理技術が開発される。

④　良質粗飼料の生産、調整及び利用技術が開発される。

４）プロジェクト活動

　以下の技術がカウンターパートに移転される。

①　優良牧草品種の評価選抜技術の開発

②　登録・保証牧草種子の生産・収穫調整技術の開発

③　牧草種子の検査及び品質管理技術の開発

④　粗飼料の有用生産、調整及び利用技術の改善

５）日本人専門家

①　長期専門家：①チーフアドバイザー（注）、②業務調整員、③下記分野の長期専門家（優

良牧草品種の評価・選抜、牧草種子の生産調整、品質検査及び管理、良質粗飼料の生産調

製・利用）

（注：チーフアドバイザーは上記分野のいずれかを兼任できる。）

②　短期専門家：基本計画の枠組の中で、必要に応じ派遣される。

６）供与機材：前述のプロジェクト活動に必要な、以下の資機材は、JICA予算の範囲内で供

与される。

①　機械、装置、工具、試薬及びその他の資材

②　参考図書及び文献

③　車両
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(3) 実施体制

１）農業・協同組合省畜産振興局長はプロジェクトダイレクターとして、プロジェクトの管理

及び実施について全責任を負う。

２）畜産振興局家畜栄養部長はプロジェクトコーディネーターとして、プロジェクトダイレク

ターを補佐する。

３）コンケンセンター所長はプロジェクトマネージャーとして、プロジェクトの管理及び技術

面の責任を負う。

４）日本人チーフアドバイザーはプロジェクトダイレクター、プロジェクトコーディネーター

及びプロジェクトマネージャーに対し、プロジェクトの実施に付随するすべての事項につい

て、必要な助言と勧告を行う。

５）日本人専門家はタイ人カウンターパートに対し、プロジェクトの実施に付随する技術的な

問題について、必要な技術指導及び助言を行う。

(4) 合同調整委員会

１）機能

　合同調整委員会は(2)に記載する委員で構成され、少なくとも年１回または必要が生じた

時に開催される。その機能は以下のとおりである。

①　本討議議事録の枠内での、プロジェクト年次活動計画の策定

②　技術協力全体の進捗状況及び年次活動計画の達成度の見直し

③　日本国政府によってとられる以下の措置の見直し

ａ）日本人専門家の派遣

ｂ）タイ人カウンターパートの日本研修受入れ

ｃ）機材の供与

④　タイ国政府によってとられる以下の措置の見直し

ａ）予算措置（ローカルコストを含む）

ｂ）カウンターパートの配置

ｃ）日本国政府によって供与された資機材の利用

⑤　両国政府へ、特に以下の事項についての勧告

ａ）予算問題

ｂ）タイ人カウンターパートの任命

ｃ）資機材の選定と効果的な利用

ｄ）日本人専門家の適切な派遣

ｅ）タイ人カウンターパートの日本での研修受入れ
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２）構成

①　議長：農業・協同組合省畜産振興局長

②　委員

（タイ側）

ａ）農業・協同組合省の代表

ｂ）家畜栄養部長

ｃ）家畜生産部長

ｄ）畜産普及部長

ｅ）コンケンセンター所長

ｆ）パクチョンセンター所長

ｇ）パクチョン種畜ステーション所長

ｈ）畜産地域事務所長（第Ⅲ及び第Ⅳ地域事務所）

ｉ）総理府技術経済協力局の代表

（日本側）

ａ）チーフアドバイザー

ｂ）業務調整委員

ｃ）日本人専門家

ｄ）JICAタイ事務所の代表

ｅ）JICAから派遣された関係者

注：議長に指名された関係者及び日本国大使館職員はオブザーバーとして合同調整委

員会に出席できる。
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４．プロジェクト実施上の留意点４．プロジェクト実施上の留意点４．プロジェクト実施上の留意点４．プロジェクト実施上の留意点４．プロジェクト実施上の留意点

４－１　プロジェクトサイト

(1) 牧草品種評価・選抜分野

　日本側専門家はコンケン家畜栄養研究センター（KKANRC）に常駐し、草種、品種の評

価・選抜試験を実施するとともに、パクチョン家畜栄養研究センター（PCANRC）へ循環す

ることで、タイ側カウンターパートに対する指導を行う。パクチョンセンターではコンケンセ

ンターよりも大規模に草種・品種の評価及び選抜試験が実施されており、この成果をプロジェ

クトに活用することは重要である。

　しかし、コンケンセンターの気象・土壌条件は、牧草の生育にとってパクチョンセンターよ

りさらに厳しいものである。すなわち、気温は高く、土壌の乾燥はより厳しく、土質は不良で

ある。したがって、コンケンセンターのあるタイ東北部（Region IV）に適する草種・品種の

選定には、コンケンセンターでの評価試験が不可欠である。

　今回の調査から、この地域の酪農振興にはマメ科牧草の定着が重要であると考えられた。イ

ネ科牧草については、既に適草種の栽培が普及していることを考えあわせると、採種性を含め

て、マメ科牧草の評価・選抜に力点を置く必要性を感じた。なお、コンケンセンターでの評価

試験圃場の設置場所の選定にあたっては、国際農林水産業研究センター（JIRCAS）派遣の土

壌の専門家との十分な協議が大切であろう。

(2) 種子生産調製・品質管理分野

　種子生産調製・品質管理のプロジェクトサイトは、これまでの短期調査結果等のとおり、種

子生産の中心地であり、研究施設・生産農家が集中しているコンケンセンターとする。

　ただし、パクチョンセンターでも種子の生産調製は行われており、専門家がパクチョンでの

活動を必要と考えた場合には、タイ側の協力を得られる可能性は高いと考えられる。

(3) 飼料生産調整利用分野

　1999年３月に現地で行われた「牧草利用と牛飼育に関する現地セミナー」（JICA主催）に

おいて、粗飼料の有効性を示す家畜飼養試験データがタイに存在しないとの指摘が先進酪農家

からあり、家畜を用いた粗飼料の有効性試験実施に関する強い要望があることが示された。協

議の席上、農民は牧草の有効性を知らないので利用してないこと、そのため例えば、濃厚飼料

及びワラの給与と、粗飼料給与の家畜飼養比較試験を行うなど、粗飼料の有効性を示す必要性

があることをタイ側は強調した。

　家畜を用いた粗飼料利用法の実証試験をコンケンセンターで行うとなると、施設、機材及び
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乳牛等の新たな供与が必要となるが、パクチョンセンターには既に必要とされる施設、乳牛、

人材、土地等が配置されているため、カウンターパートを中心とした活動が可能である。

　本プロジェクト、は、東北タイにおける乾期の粗飼料確保が課題であることから、なかで

も、気候の厳しいコンケンセンターをメインサイトとして牧草の生産調整に関する活動を行

う。また、粗飼料利用法の実証展示をコンケンセンター周辺の酪農家において行うが、そのた

めに必要な家畜を用いた粗飼料利用法の実証試験はパクチョンセンターで行う。パクチョンに

おける実証試験はカウンターパートが中心となって行い、日本側は長期専門家の巡回指導また

は必要に応じ短期専門家を派遣する。

４－２　供与機材の選定

(1) 全体

　プロジェクト全体の機材供与希望リストは1998年７月の短期調査報告で示されたとおりであ

る。

　調査団はこれら個々の機材の必要性などについて、以下のとおりタイ側と意見を交換した。

供与にあたっては、現有機材の状況などを踏まえて優先度を判断する必要がある。

１）牧草品種選抜・評価

①　近赤外線飼料分析機（Near-infrared reflectance Spectroscope）

　化学分析機器はコンケン、パクチョンの両センターとも保持している。高価な機械なの

で必要性について意見を交わしたが、分析を大量かつ迅速に行うため、また、ランニング

コストの低減に必要とのことで、タイ側の要望度は非常に高い。分析に必要な検量線の作

成は自分たちで可能とのこと。

②　顕微鏡（Microscope）

　アポミクシスの検定に必要。タイ側の提示した機種では機能が不十分であり、機種を再

選定する必要がある。

③　コンピューター、車両関係

　複数台の要望があるので、予算が不足する場合には数量を削る必要がある。これについ

てはタイ側も同意見である。

２）種子生産調製・品質管理

＜種子生産＞

①　ロータリーハロー、シードドリル、トラクター

　保有状況に応じて優先度を判断する必要がある。プラウは保有しているとのこと。

②　カルチベータ、スプレーヤー

　雑草防除用。薬害を避けるため、カルチベータを優先させたいとのこと。
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③　シードハーベスタ

　大型のコンバインを軍から借りている。草種に合わせた試験用小型収穫機械の導入が必

要。

④　人工気象室（Growth chamber）

　温度及び日長を制御した採種試験を行う場合に必要。導入にあたってはこの試験を行う

か否かの検討が必要。発芽試験装置は別途要望している。

＜種子調整＞

①　ディスクセパレータ、グラビティセパレータ、シリンダーセパレータ

　最も基本的な精選機械であるエアーアンドスクリーンセパレータは保持している。採種

する草種、雑草の種類等に応じて選択することが必要。

②　種子保存用真空袋詰め装置（Automatic vacuum and filling machine）

　重要な少量の種子を保存するためのもの。

③　種子貯蔵施設（Equipment for seed storage room）

　コンケンセンターの種子貯蔵施設の修復。

④　その他

　要望リストにはないが、ギニアグラスの採種適期の判断などに種子の稔実性を調べる軟

Ｘ線透視装置（商品名・ソフテックス）の導入が有効と考えられた。

＜種子品質管理＞

①　縮分器（Seed divider）

　大型のものは所持していたが、牧草の種子には小型のものが必要。

②　その他

　種子検査試料サンプリング用の「刺し」、雑草種子鑑定用などの拡大鏡は所持してい

た。

３）飼料生産利用

①　施肥機（Fertilizer application）

　ブロードキャスターを想定。

②　ラッピングマシーン

　ロールベーラは所持。ラッピングマシーンも１台所持しており、農家への小型ラップサ

イレージの流通が行われていた。必要性を検討したうえで追加整備。

③　高密度圧縮機（High density compressor）

　種子播種後の鎮圧用機械とのことだが、必要性を検討すべきである。

④　その他

　機械整備・試作機械作製用の溶接機及び切断機、また家畜給与試験用の保定器及び体尺
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計の整備は必要ないとのこと。

(2) 初年度

　今回の協議の席上、タイ側はプロジェクト初年度に希望する主な供与機材とその必要性を説

明した（付属資料４．）。初年度の機材供与予算と活動内容を勘案しながら、早期に（年度内

に）調達可能な機材のみにしぼって供与する必要がある。

１）コンピューター及び複写機を整備し、事務及び研究の円滑化に活用する。

２）トラック、ステーションワゴン等の車両を整備し、資材、収穫物、スタッフの運搬、移動

に使用する。

３）種子生産調製・品質管理に必要な機材のうち、初年度の活動に必要なトラクター、精選機

械、発芽試験装置、縮分器等を整備する。（機種等の選定にあたっては、活動内容、対象草

種、現有機材の状況などを踏まえ、優先度を判定する必要がある）

４）ビデオカメラ、スライドプロジェクターなどを整備し、情報整理、研修等に使用する。

４－３　カウンターパートの配置

　プロジェクトには計27名のカウンターパートが配置される予定である（ミニッツAnnex I）。

　プロジェクトサイトはそれぞれ農業・協同組合省のある首都バンコクから離れていることから、

プロジェクトコーディネーターである家畜栄養部長は、各サイト及び局内の関係各部間の調整を

図る重要な役割を担う。

　これらカウンターパートには、適切なタイミングで日本における研修の機会が与えられるべき

である。

４－４　プロジェクト運営経費

　周辺国同様、タイもまた経済危機に見舞われたが、そのなかにあってもプロジェクトサイトと

なる各家畜栄養研究センターは前年度とほぼ同様の運営経費を確保しており、プロジェクトの効

果的かつ円滑な実施へ向けた努力がうかがえる（付属資料５．）。
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５．分野別活動内容５．分野別活動内容５．分野別活動内容５．分野別活動内容５．分野別活動内容

５－１　牧草品種評価・選抜分野

(1) 家畜栄養部との協議（３月23日～25日）

　タイ国では20年前から牧草の導入・評価を始め、これまでに適草種としてイネ科３草種、マ

メ科３草種を選定した。今後も新規草種の導入・評価を実施する計画であり、日本側の協力を

期待している。これまでに選定された草種・品種は次のとおりである。

イネ科： Ruzigrass (Brachiaria ruzziensis)

Atratum (Paspalum atratum)

Purple guinea (Panicum maximum TD. 58)

マメ科： Hamata (Stylosanthes hamata CV. Verano)

Centro (Centrosema pubescens)

Cavalcade (Centrosema pascuorum CV. Cavalcade)

Stylo 184 (Stylosanthes guianensis CIAT 184)

＝最近重要視されている品種

　主要草種であるRuzigrassには、利用上現在のところ大きな問題点はないが、将来的にはよ

り収量が高く、耐病性、耐干性、耐湿性が優れた牧草が必要であるとのことである。

　コンケン家畜栄養研究センター（KKANRC）では、主要草種であるRuzigrassに変異を見

いだしており、選抜固定を進めたいとの意向が示された。調査団からはRuzigrassはアポミク

シスであり、変異があるとすれば有性生殖が行われた可能性が高いことから、固定には年数が

かかるため、プロジェクト終了後はタイ独自で選抜を進める必要がある旨を伝え、タイ側もこ

れを了承した。

　次に評価・選抜の手順を確認した。パクチョン家畜栄養研究センター（PCANRC）での試

験と並行して、全国８箇所の家畜栄養研究センター（ANRC）で評価・選抜を行っている。家

畜栄養部（AND）は各地域別の適草種を示しているが、各地域のANRCは独自に試験材料を

選ぶことが可能である。

　東北タイの塩害について、ANDではこれまでに３種のイネ科草種を選定した（Diplachne

fusca, Chloris barbata, Panicum repens）。現在、細胞レベルでの耐塩性選抜を試みている。

(2) コンケン家畜栄養研究センター（KKANRC）

　主にBrachiaria属の評価が実施されていたが、調査時は乾期の終わりであり、緑は少なく、

試験についての情報は得られなかった。しかし、欠株が多いことから栽培条件の厳しさがうか

がわれた。
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(3) コンケン酪農家

　Ruzigrassの放牧草地の萌芽が始まり、草高は10～15㎝くらいであった。牛乳生産費の低減

にはマメ科乾草の給与が有効であるが、マメ科牧草は乾燥しにくいので、貯蔵中のカビによる

腐敗が問題であるとのことである。

(4) コンケン採種農家

　1999年には、この農家はStylosanthes guianensisの採種に失敗した。しかし、近隣の別の

農家は、150㎏/haの採種量を得ている。この草種は２、３年前に導入し、収量についての評価

を実施した後で普及に移そうとしている。採種性については、基礎的な調査も行っていないと

のことである。パクチョンセンターでの調査で、この草種の採種性についての基礎的な研究は

オーストラリアで既に実施されていることが判明した。

(5) パクチョン家畜栄養研究センター（PCANRC）

　次の草種について、収量、採種性等についての評価試験が行われている。

イネ科： Brachiaria属22種

マメ科： ギンネム（Leucaena属）17種　小規模経営の青刈り利用。虫害が問題。

アルファルファ（Medicago sativa） 　蟻による根の食害が問題。

　アブラムシの害はない。

ラッカセイ（Arachis pintoi）　放牧用。採種が難しいのが問題点。

(6) パクチョン酪農家Ａ

　ネピアグラスのスピリンクラーによる灌漑栽培、青刈り給与を行っている。刈り取り間隔は

1.5～２か月、乳牛の食べ残しは全くないとのことである。11月～12月はネピアグラスの生育

にとっては低温となり、収量が低いので、稲わらで補充している。草地の観察では、糞尿散布

や収穫物の運搬の際のトラクターの車輪痕に裸地化が見られた。

(7) パクチョン酪農家Ｂ

　現在は、食品副産物（おから、ビール粕）、購入サイレージ（Ruzigrassのロールベール、

トウモロコシの皮、絹糸）の給与を行っている。コンクリート製のバンカーサイロが設置され

ているので、サイレージ調整も行うものと考えられる。

(8) まとめ

　ANRCには評価・選抜の蓄積があり、研究者も育っているが、牧草育種の専門家はいない。
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一連の協議のなかでもこの点がよく話題に上がった。育種分野でのカウンターパートへの技術

移転は、本プロジェクトにおけるタイ側の強い要望の１つであると考える。

５－２　種子生産調製・品質管理分野

(1) 種子生産

　種子生産は、国の機関及び農家で実施されているが、年によって採種量が大きく異なり、そ

の原因がつかめていないといった不安定な状況が見受けられた。これについては栽植密度等の

栽培条件を変えることで、採種量の安定化が図られると予想されるものもあり、適切な試験を

設計することで成果が期待できると考えられた。

　プロジェクトの成果としてタイ側は、種子の量より質の向上が重要と考えているが、今後、

粗飼料生産の拡大を進めるためには、質の向上と併せ、安定的な種子の量を確保するための栽

培技術の向上も重要であろう。

　種子の収穫について、ほうきで掃き集めるなどの方法がとられている草種もあり、効率的な

方法に改善する必要があるが、今回の調査では採種作業を見ることはできず、どのような方法

が導入可能かは判断できなかった。

　プロジェクトを集めるうえで、日本の種子生産とは草種、機械化の程度などが異なることに

留意し、まず詳細な現状把握を行うことが重要であり、そのうえで日本の技術をすぐに適用で

きる箇所から技術移転を始めることが効果的と考えられた。

(2) 種子調製

　種子の乾燥、精選及び貯蔵については、日本の技術を採用することでクリアできる点が多い

と考えられるが、既存の施設を活用しつつ、ランニングコストなども勘案し、持続的に種子調

製が行えることに留意する必要がある。例えば、晴天が続く時期には天日による乾燥を行うこ

と、湿度が高くならないのであれば、温度管理のみの貯蔵を行うことなどを検討する必要があ

ると考えられた。

　また、精選については、草種に合わせた精選機の導入が必要であり、事前に十分検討する必

要がある。

(3) 種子の品質管理

　種子の検査は国の機関で既に実施されており、設備も基本的なものは一通りそろっている。

検査は国際種子検定規程に準じて行っているとのことだが、規程を確実に履行しているかどう

かについては疑問な面もあった。ただし、スタッフは充実しており、技術や知識を伝達するこ

とにより、技術的には比較的スムーズに一定水準に到達するものと考えられた。
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　種子検定は、OECD種子スキームに基づく圃場検定、事後検定等の技術習得が主な目標とな

る。これについて、タイ側に知識や経験はなく、また、日本にはない草種の基準設定について

検討が必要だが、天播植えの比較栽培圃場を持っていることなどから、技術や知識を伝達する

ことによりカウンターパートは一定の水準に到達するものと考えられた。

　種子品質管理に関する制度、体制及び事務文書的な整備については、タイ側が専管的に実施

する事項であるが、日本の例を紹介するなど情報の提供が必要と考えられた。

５－３　飼料生産調整利用分野

　タイ側は、現在２～３haで15頭の乳牛を飼育している状況を、20頭飼育できるようにしたいと

の意向を持っている。そのためにも、生産された粗飼料の調整法、時期、栄養価等を検討して高

品質のサイレージや乾草等の生産調製利用技術を構築する必要があり、また、青刈飼料の少ない

乾期の飼料の確保が重要な問題となる。特に、現在コンケン地域を中心とした東北タイの乾期の

粗飼料の確保が緊急の課題となっているが、雨期から乾期にかけて大量の貯蔵飼料を生産してお

き、乾期の間にこれを利用する生産調整利用技術の構築を、タイ側も強く望んでいる。

　４－１でも述べたとおり、タイ側は家畜を用いた粗飼料の有効性試験実施に関する強い要望を

持っており、農民に粗飼料利用を動機づけるためにも、家畜を用いたこれらの実証試験は必要で

あろう。実証試験は設備や人員の配置からパクチョンセンターで行われることが適切と考えられ

るが、あくまでもこのプロジェクトの目的は牧草種子と粗飼料の生産調製利用であり、実証試験

はこの目的に沿った範囲のなかで行うことに留意しなければならない。

　なお、実証展示の農家を選定する際には、畜産地域事務所（Region Ⅲ及びⅣ）と協議を行い、

協力を得る必要がある。

　パクチョンセンターは、コンケンセンターと比較して気候条件が良いらしく、センター内の植

物の生育状況が良好で、熱帯植物を除けば道路端の雑草を含む草地の状態が日本の牧場の風景と

同様であり、コンケンセンターの乾いた風景とは異なっていた。また、パクチョンセンターでは

サイレージが作られており、ペレット製造も行われ、家畜を用いた粗飼料の利用法の実証試験を

十分に行えることが確認できた。

　酪農家をパクチョンで２戸、コンケンで１戸調査した。３戸とも飼育頭数が30頭以上の大規模

農家であり、自信に満ちたしっかりした経営をしていた。搾乳場はいずれも屋根付で壁のないコ

ンクリート床の対頭式スタンチョン方式であり、バケットミルカーで搾乳する清潔な環境であっ

た。パクチョンの酪農家とコンケンの酪農家の大きな違いは草地の乾燥の状態である。

　コンケンの酪農家は今年は雨が少ないといっていたが、草地は赤土が目立ち、裸地に近い状態

と思われた。しかし、パクチョンでは、牧草が生えており、気候条件がコンケンよりも良好であ

ることが分かる。その差は乳量にも表れており、パクチョンの酪農家における１頭・１日当たり



－18－

の平均乳量が15㎏以上であるのに対し、コンケンのそれは11㎏と少ない。この乳量は、良好な粗

飼料の給与があれば増加するものと考えられる。実際、コンケンで視察した酪農家が、コンケン

センターから供与されたマメ科乾草を給与し、その乾草がなくなって従前の稲わら給与に切り替

えたところ、30頭で１日370㎏だった乳量が320㎏に落ち、日量50㎏も乳量が減少した。このこと

は、乳量の増加による収入増及び濃厚飼料及び稲わらの減量による支出減のため、マメ科乾草の

代金を差し引いても１日当たり400バーツ以上の所得増を酪農家にもたらした。このマメ科乾草の

供給は15日間の短期であったが、長期間の供与試験がどのような結果をもたらすか、調査する必

要がある。

　調査の結果、パクチョンで家畜を用いた粗飼料の利用法の実証試験を早期に行い、粗飼料利用

の普及・啓蒙を図るために、コンケンセンター周辺の酪農家で実証展示を行う必要性を痛感した。
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３．ミニッツ（英文、和文）

４．初年度希望機材リスト

５．家畜栄養研究センターの運営費推移
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